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３

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
公
表

　
４

　
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
以
上
本
号
）

四
　
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害
に
対
す
る
近
時
の
判
決
動
向
（
以
下
次
号
）

　
１

　
最
高
裁
判
決

　
２

　
下
級
審
判
決

　
３

　
分

　
析

五
　「
発
信
者
情
報
開
示
」「
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
へ
の
対
応
」
に
関
す
る
改
正
点
・
提
言
の
検
討

六
　
お
わ
り
に
―
総
括
と
展
望
―

　
　
一

　
は
じ
め
に

　
近
年
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
の
普

及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
由
で
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

反
面
、
匿
名
性
の
下
で
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
特
定
個
人
の
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
ん
だ
り
、
特
定
個
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
、
一

方
的
に
誹
謗
中
傷
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
発
信
し
た
り
す
る
事
例
も
多
数
発
生
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
深
刻
な
社
会
問

題
化
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
（
以
下
「
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
」
と
略
す
）
と
呼
ば
れ
る
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者

の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律（

１
）」（

平
成
一
三
年
法
律
第
一
三
七
号
）
が
、
二
〇
〇
一
年
八
月
に
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３

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
公
表

　
４

　
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
以
上
本
号
）

四
　
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害
に
対
す
る
近
時
の
判
決
動
向
（
以
下
次
号
）

　
１

　
最
高
裁
判
決

　
２

　
下
級
審
判
決

　
３

　
分

　
析

五
　「
発
信
者
情
報
開
示
」「
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
へ
の
対
応
」
に
関
す
る
改
正
点
・
提
言
の
検
討

六
　
お
わ
り
に
―
総
括
と
展
望
―

　
　
一

　
は
じ
め
に

　
近
年
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
の
普

及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
由
で
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

反
面
、
匿
名
性
の
下
で
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
特
定
個
人
の
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
ん
だ
り
、
特
定
個
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
、
一

方
的
に
誹
謗
中
傷
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
発
信
し
た
り
す
る
事
例
も
多
数
発
生
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
深
刻
な
社
会
問

題
化
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
（
以
下
「
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
」
と
略
す
）
と
呼
ば
れ
る
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者

の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律（

１
）」（

平
成
一
三
年
法
律
第
一
三
七
号
）
が
、
二
〇
〇
一
年
八
月
に
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制
定
さ
れ
、
同
年
一
一
月
三
〇
日
に
公
布
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
七
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
匿
名
の

発
信
者
に
よ
る
投
稿
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
は
、
被
害
回
復
の
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
に
お
け
る
発
信
者
情
報
開
示
請
求
に
よ
り
発

信
者
を
特
定
し
、
損
害
賠
償
請
求
等
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
多
く
の
判
例
が
集
積
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
が
制
定
二
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
総
務
省
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
に
お
け
る
発
信
者
情
報
開
示
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
、「
発
信
者
情
報
開
示
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
同
年

八
月
三
一
日
、「
発
信
者
情
報
開
示
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会

　
中
間
と
り
ま
と
め（

２
）」

を
公
表
し
、
同
年
一
一
月
一
三
日
に
、「
発
信

者
情
報
開
示
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会

　
最
終
と
り
ま
と
め
（
案（

３
））」

に
対
す
る
意
見
募
集
を
行
っ
た（

４
）。

　
本
稿
は
、
ま
ず
簡
潔
に
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
制
定
の
経
緯
と
内
容
等
を
確
認
し
た
上
で
、
同
法
に
お
け
る
近
時
の
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権

侵
害
を
め
ぐ
る
判
決
の
動
向
を
概
観
し
、
本
年
「
発
信
者
情
報
開
示
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

　
最
終
と
り
ま
と
め
」
や
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
関
す
る
緊
急
提
言
」
の
分
析
・
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
施
行
後
一
八
年
間
余
の
ネ
ッ
ト

被
害
の
特
徴
と
そ
の
救
済
の
在
り
方
、
今
後
の
課
題
・
展
望
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
考
察
し
た
い（

５
）。

　
　
二

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
制
定
に
至
る
史
的
展
開

　
　
１
　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
制
定
の
背
景

（
６
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
誰
で
も
が
全
世
界
に
向
け
て
自
由
に
自
己
が
望
む
と
お
り
思
い
の
ま
ま
に
情
報
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
発
信
は
匿
名
性
が
高
く
、
か
つ
発
信
さ
れ
た
情
報
が
瞬
時
に
拡
散
す
る
ゆ
え
に
、

権
利
侵
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
か
つ
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
い
え
る
。
新
聞
や
雑
誌
の
投
書
も
一
般
市
民
が
自
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由
に
意
見
や
感
想
を
述
べ
る
場
で
あ
る
が
、
公
表
前
に
編
集
者
に
よ
り
事
前
に
投
書
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
取
捨
選
択
さ
れ
、
内
容
・
表
現

に
つ
い
て
も
加
筆
・
修
正
さ
れ
う
る
点
で
、
大
き
く
異
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク
も
受
け
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
さ
れ
る
権
利
侵
害
の
情
報
に
よ
り
被
害
を
被
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
た
も
の
の
、
匿
名
性
ゆ
え
に
発
信
者
の
特
定
が
困
難
で
あ
り
、
被
害
の
回
復
も
ま
た
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
が
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
べ
き
か
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
サ
ー
バ
の
管
理
・
運
営
者
等
が
管
理
す
る
掲
示
板
に
、
他
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
よ
う
な

書
き
込
み
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
企
業
の
信
用
や
知
的
財
産
を
侵
害
す
る
よ
う
な
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
等
は
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
法
的
地
位
や
法
的
責
任
が
問
題
と
な
る
。

　
か
く
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
・
中
傷
等
の
名
誉
毀
損
、
個
人
情
報
の
暴
露
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
行
う
発
信
者
の

存
在
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
紛
争
が
増
大
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
が
、
加
害
者
で
あ
る
発
信

者
を
特
定
で
き
な
い
た
め
に
、
全
く
救
済
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
是
正
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
る
自
主
的
対
応
を
促
し
、
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
制
定
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
制
定
前
の
状
況

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
誹
謗
・
中
傷
等
が
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
会
社

や
シ
ス
テ
ム
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
以
下
「
シ
ス
オ
ペ
」
と
略
す
）
を
も
巻
き
込
み
、
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
で
て
い
た
。

実
際
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
表
現
の
自
由
を
謳
歌
す
る
一
方
で
、
匿
名
性
の
陰
に
隠
れ
、
誹
謗
・
中
傷
・
脅
迫
等
を
行
う
無
責
任
な
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由
に
意
見
や
感
想
を
述
べ
る
場
で
あ
る
が
、
公
表
前
に
編
集
者
に
よ
り
事
前
に
投
書
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
取
捨
選
択
さ
れ
、
内
容
・
表
現

に
つ
い
て
も
加
筆
・
修
正
さ
れ
う
る
点
で
、
大
き
く
異
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク
も
受
け
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
さ
れ
る
権
利
侵
害
の
情
報
に
よ
り
被
害
を
被
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
た
も
の
の
、
匿
名
性
ゆ
え
に
発
信
者
の
特
定
が
困
難
で
あ
り
、
被
害
の
回
復
も
ま
た
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
が
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
べ
き
か
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
サ
ー
バ
の
管
理
・
運
営
者
等
が
管
理
す
る
掲
示
板
に
、
他
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
よ
う
な

書
き
込
み
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
企
業
の
信
用
や
知
的
財
産
を
侵
害
す
る
よ
う
な
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
等
は
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
法
的
地
位
や
法
的
責
任
が
問
題
と
な
る
。

　
か
く
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
・
中
傷
等
の
名
誉
毀
損
、
個
人
情
報
の
暴
露
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
行
う
発
信
者
の

存
在
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
紛
争
が
増
大
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
が
、
加
害
者
で
あ
る
発
信

者
を
特
定
で
き
な
い
た
め
に
、
全
く
救
済
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
是
正
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
る
自
主
的
対
応
を
促
し
、
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
制
定
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
制
定
前
の
状
況

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
誹
謗
・
中
傷
等
が
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
会
社

や
シ
ス
テ
ム
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
以
下
「
シ
ス
オ
ペ
」
と
略
す
）
を
も
巻
き
込
み
、
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
で
て
い
た
。

実
際
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
表
現
の
自
由
を
謳
歌
す
る
一
方
で
、
匿
名
性
の
陰
に
隠
れ
、
誹
謗
・
中
傷
・
脅
迫
等
を
行
う
無
責
任
な
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者
も
お
り
、
他
方
、
表
現
の
自
由
の
下
、
削
除
を
た
め
ら
う
運
営
者
も
多
数
存
在
し
て
い
た
。

　
こ
こ
で
は
、
会
員
の
端
末
か
ら
パ
ソ
コ
ン
通
信（

７
）を

通
じ
て
発
言
が
蓄
積
さ
れ
、
会
員
相
互
の
意
見
・
情
報
交
換
が
で
き
る
会
議
室
や

掲
示
板
機
能
（「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」
と
い
う
）、さ
ら
に
当
時
著
し
い
普
及
を
み
せ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
を
提
供
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
８
）等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ（

９
）や

掲
示
板
管
理
者
等
に
対
し
、
損
害
賠
償
や
発
言
の
削
除
、
発
信
者
の
情

報
開
示
等
を
求
め
た
事
件
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
⑴

　
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
現
代
思
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件

　
①
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
六
日
判
時
一
六
一
〇
号
二
二
頁
（
第
一
審
）

　
　
本
件
は
、Ｙ１

（
被
告
・
控
訴
人
）
の
主
宰
す
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
電
子
会
議
室
）
に
お
い
て
書
き
込
ま
れ
た
Ｙ３

（
被

告
・
控
訴
人
）
の
発
言
が
、
Ｘ
（
原
告
・
被
控
訴
人
）
に
対
す
る
名
誉
毀
損
、
侮
辱
、
脅
迫
で
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
が
、
Ｙ３

並
び
に
シ

ス
オ
ペ
の
Ｙ２

（
被
告
・
控
訴
人
）
に
対
し
て
は
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
Ｙ１

（
被
告
・
控
訴
人
）
に
対
し
て
は
、
上
記
発
言
を
Ｙ２

が
削

除
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
怠
り
、
上
記
発
言
を
し
た
者
の
氏
名
・
住
所
の
開
示
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た
と
し
て
、
Ｙ２

の
使
用
者
責
任

又
は
会
員
規
約
に
付
随
す
る
安
全
配
慮
義
務
違
反
等
の
債
務
不
履
行
責
任
に
基
づ
き
、
慰
謝
料
各
一
〇
〇
〇
万
円
及
び
謝
罪
広
告
を

求
め
る
本
訴
を
提
起
し
た
事
案
で
あ
る
（
Ｙ３

も
Ｘ
に
対
し
不
法
行
為
に
基
づ
く
慰
謝
料
等
を
求
め
る
反
訴
を
提
起
し
て
い
る
）。

　
　
東
京
地
裁
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
利
用
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
電
子
会
議
室
に
お
い
て
Ｘ
個
人
に
対
す
る
発
言
が
名
誉
毀
損
や
侮
辱

に
あ
た
る
と
し
て
、
書
込
み
を
し
た
Ｙ３

に
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
と
共
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
運
営
・
管
理
す
る
シ
ス
オ
ペ
Ｙ２

も

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
電
子
会
議
室
に
他
人
の
名
誉
を
毀
損
す
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
知
っ
た
場
合
、
そ
の
他
人
の
名

誉
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
条
理
上
の
作
為
義
務
が
あ
る
と
判
示
し
た
。
本
件
で
は
、
Ｙ２

の

プロバイダ責任制限法におけるインターネット上の人格権侵害等に対する救済（一）

5 （熊本法学151号 ’21）

作
為
義
務
違
反
を
認
め
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
主
宰
者
Ｙ１

に
も
シ
ス
オ
ペ
の
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
の
本
訴
請
求
の
一
部
を
認

容
し
（
慰
謝
料
五
〇
万
円
、
謝
罪
広
告
の
掲
載
は
否
定
）、
Ｙ３

の
反
訴
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
②
東
京
高
判
平
成
一
三
年
九
月
五
日
判
時
一
七
八
六
号
八
〇
頁
（
控
訴
審
）

　
　
東
京
高
裁
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
に
名
誉
毀
損
・
侮
辱
に
当
た
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
シ
ス
オ
ペ
は
、
一
定
の

場
合
、
こ
の
発
言
を
削
除
す
べ
き
条
理
上
の
義
務
を
負
う
と
し
た
が
、
Ｙ３

（
被
告
・
控
訴
人
）
の
一
部
発
言
は
、
Ｘ
（
原
告
・
被
控

訴
人
）
に
対
す
る
名
誉
毀
損
及
び
侮
辱
で
あ
る
も
の
の
、
シ
ス
オ
ペ
Ｙ２

に
は
削
除
義
務
違
反
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
主
宰
者
Ｙ１

に
つ
い
て
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
に
名
誉
毀
損
・
侮
辱
に
当
た
る
発
言
が
さ
れ
て
も
規
約
に
よ
る
安
全
配
慮
義
務
を
負
わ
な
い
、
ま
た

本
件
名
誉
毀
損
等
の
内
容
、
程
度
に
照
ら
し
、
謝
罪
広
告
の
必
要
性
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
難
い
と
し
て
、
原
判
決
を
一
部
変
更
し

た
（
慰
謝
料
五
〇
万
円
）。

　
⑵

　
都
立
大
学
事
件

　
③
東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
四
日
判
時
一
七
〇
七
号
一
三
九
頁

　
　
本
件
は
、
Ｘ
ら
が
、
Ｙ１

の
設
置
す
る
東
京
都
立
大
学
（
以
下
「
都
立
大
」
と
い
う
。）
の
学
生
で
あ
る
Ｙ２

Ｙ３

が
同
大
学
の
管
理
下

に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
内
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
文
書
が
Ｘ
ら
の
名
誉
を
毀
損
す
る
と
主
張
し
、
Ｙ

ら
に
各
三
〇
万
円
の
損
害
賠
償
と
名
誉
回
復
措
置
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
　
東
京
地
裁
は
、「
本
件
文
書
は
、
Ｘ
ら
の
実
名
を
挙
げ
た
上
で
、
Ｘ
ら
グ
ル
ー
プ
が
中
央
新
歓
グ
ル
ー
プ
の
学
生
に
暴
力
を
振
る

い
傷
害
を
負
わ
せ
た
た
め
、
中
央
新
歓
グ
ル
ー
プ
の
学
生
が
Ｘ
ら
を
交
番
に
連
れ
て
行
き
、
Ｘ
ら
を
含
む
八
名
の
学
生
が
交
番
に
収

容
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
り
、
本
件
文
書
を
閲
覧
し
た
者
に
対
し
、
Ｘ
ら
が
傷
害
事
件
と
い
う
犯
罪
行
為
を
お
か
し
た
と
い
う
印
象
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作
為
義
務
違
反
を
認
め
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
主
宰
者
Ｙ１

に
も
シ
ス
オ
ペ
の
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
の
本
訴
請
求
の
一
部
を
認

容
し
（
慰
謝
料
五
〇
万
円
、
謝
罪
広
告
の
掲
載
は
否
定
）、
Ｙ３

の
反
訴
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
②
東
京
高
判
平
成
一
三
年
九
月
五
日
判
時
一
七
八
六
号
八
〇
頁
（
控
訴
審
）

　
　
東
京
高
裁
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
に
名
誉
毀
損
・
侮
辱
に
当
た
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
シ
ス
オ
ペ
は
、
一
定
の

場
合
、
こ
の
発
言
を
削
除
す
べ
き
条
理
上
の
義
務
を
負
う
と
し
た
が
、
Ｙ３

（
被
告
・
控
訴
人
）
の
一
部
発
言
は
、
Ｘ
（
原
告
・
被
控

訴
人
）
に
対
す
る
名
誉
毀
損
及
び
侮
辱
で
あ
る
も
の
の
、
シ
ス
オ
ペ
Ｙ２

に
は
削
除
義
務
違
反
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
主
宰
者
Ｙ１

に
つ
い
て
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
に
名
誉
毀
損
・
侮
辱
に
当
た
る
発
言
が
さ
れ
て
も
規
約
に
よ
る
安
全
配
慮
義
務
を
負
わ
な
い
、
ま
た

本
件
名
誉
毀
損
等
の
内
容
、
程
度
に
照
ら
し
、
謝
罪
広
告
の
必
要
性
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
難
い
と
し
て
、
原
判
決
を
一
部
変
更
し

た
（
慰
謝
料
五
〇
万
円
）。

　
⑵

　
都
立
大
学
事
件

　
③
東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
四
日
判
時
一
七
〇
七
号
一
三
九
頁

　
　
本
件
は
、
Ｘ
ら
が
、
Ｙ１

の
設
置
す
る
東
京
都
立
大
学
（
以
下
「
都
立
大
」
と
い
う
。）
の
学
生
で
あ
る
Ｙ２

Ｙ３

が
同
大
学
の
管
理
下

に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
内
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
文
書
が
Ｘ
ら
の
名
誉
を
毀
損
す
る
と
主
張
し
、
Ｙ

ら
に
各
三
〇
万
円
の
損
害
賠
償
と
名
誉
回
復
措
置
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
　
東
京
地
裁
は
、「
本
件
文
書
は
、
Ｘ
ら
の
実
名
を
挙
げ
た
上
で
、
Ｘ
ら
グ
ル
ー
プ
が
中
央
新
歓
グ
ル
ー
プ
の
学
生
に
暴
力
を
振
る

い
傷
害
を
負
わ
せ
た
た
め
、
中
央
新
歓
グ
ル
ー
プ
の
学
生
が
Ｘ
ら
を
交
番
に
連
れ
て
行
き
、
Ｘ
ら
を
含
む
八
名
の
学
生
が
交
番
に
収

容
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
り
、
本
件
文
書
を
閲
覧
し
た
者
に
対
し
、
Ｘ
ら
が
傷
害
事
件
と
い
う
犯
罪
行
為
を
お
か
し
た
と
い
う
印
象
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を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
文
書
の
記
載
内
容
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
文
書
の
掲
載
に
よ
っ
て
原

告
ら
の
社
会
的
評
価
は
低
下
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

　
　
こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
ら
は
、
Ｘ
ら
は
三
月
一
〇
日
に
も
同
様
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
既
に
都
立
大
学
内
に
お
け
る
Ｘ
ら
の
名
誉
は
低

下
し
て
い
た
か
ら
、
本
件
文
書
の
掲
載
に
よ
り
Ｘ
ら
の
社
会
的
評
価
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、「
名
誉
毀

損
文
書
の
掲
載
こ
と
に
Ｘ
ら
の
都
立
大
学
内
に
お
け
る
社
会
的
評
価
も
一
応
低
下
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
本
件
文
書
が

都
立
大
学
外
者
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
を
経
由
し
て
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
」
り
、
Ｙ

ら
主
張
の
事
情
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
本
件
文
書
は
学
外
の
者
と
の
関
係
に
お
い
て
Ｘ
ら
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
ら
の
主
張
を
退
け
た
。
よ
っ
て
、
Ｙ２

Ｙ３

が
本
件
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
件
文
書
を
掲
載
し
た
行

為
は
、
本
件
文
書
の
記
載
内
容
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ
ら
の
名
誉
を
毀
損
す
る
と
い
う
私
法
上
違
法
な
行
為

で
あ
り
、
Ｙ２

Ｙ３

は
、
右
行
為
に
よ
り
Ｘ
ら
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
判
示
し
た
。

　
　
ま
た
、
都
立
大
担
当
職
員
は
、
教
養
部
シ
ス
テ
ム
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
名
誉
毀
損
文
書
を
削
除
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
名
誉
毀
損
文
書
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
に
は
こ
れ
を
削
除
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
の
Ｘ
ら
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
東
京

地
裁
は
、
都
立
大
職
員
で
あ
る
情
報
教
育
担
当
教
員
が
社
会
通
念
上
許
さ
れ
な
い
内
容
の
公
開
情
報
の
削
除
権
限
を
有
す
る
の
は
、

「
教
養
部
シ
ス
テ
ム
（
ひ
い
て
は
都
立
大
教
育
研
究
用
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
）
を
維
持
す
る
と
い
う
都
立
大
構
成
員
全
体
の
利
益
の

た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
ち
に
情
報
担
当
教
員
が
Ｘ
ら
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
本
件
文
書
の
削
除
義

務
を
負
う
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

　
　
し
か
し
、「
自
ら
管
理
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
外
部
に
情
報
が
流
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
右
の
情
報

の
流
通
を
原
因
と
し
て
外
部
の
者
に
被
害
が
生
じ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
は
常
に
外
部
の
被
害
者
に
対
し
て
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被
害
発
生
防
止
義
務
を
負
う
こ
と
が
な
い
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
管
理
者
の
被
害
発
生
防
止
義
務
の
成
否
は
、
事
柄
の
性

質
に
応
じ
て
、
条
理
に
従
い
、
個
別
的
な
い
し
類
型
的
に
検
討
す
べ
き
」
と
判
示
し
た
。

　
　
続
い
て
、「
名
誉
毀
損
行
為
は
、
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
私
法
上
も
違
法
な
行
為
で
は
あ
る
が
基
本
的
に
は
被
害
者
と
加
害
者
の
両

名
の
み
が
利
害
関
係
を
有
す
る
当
事
者
で
あ
り
、
当
者
以
外
の
一
般
人
の
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
も
少
な
く
、
管
理
者
に
お
い
て

は
当
該
文
書
が
名
誉
毀
損
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
も
困
難
な
こ
と
が
多
い
」
点
を
考
慮
す
る
と
加
害
者
で
も
被
害
者
で
も
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
に
対
し
て
名
誉
毀
損
行
為
の
被
害
者
に
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
私
法
上
の
義
務
を
負
わ
せ
る

こ
と
は
、
原
則
と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
管
理
者
に
お
い
て
は
、
品
位
の
な
い
名
誉
毀
損
文
書
が
発
信
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
信
用
の
低
下
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
構
成
員
に
負
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
被
害
者
を
保
護
す
べ
き
、
私
法
秩
序
上
の
職
責
ま
で
は
有
し
な
い
と
み
る
の
が
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
し
た

が
っ
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
者
が
名
誉
毀
損
文
書
が
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
現
実
に
発
生
し
た
事
実
で
あ
る
と
認
識
し
た

場
合
に
お
い
て
も
、
右
発
信
を
妨
げ
る
べ
き
義
務
を
被
害
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
負
う
の
は
、
名
誉
毀
損
文
書
に
該
当
す
る

こ
と
、
加
害
行
為
の
態
様
が
甚
だ
し
く
悪
質
で
あ
る
こ
と
及
び
被
害
の
程
度
も
甚
大
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
一
見
し
て
明
白
で
あ
る
よ

う
な
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
し
た
。

　
　
結
局
、
東
京
地
裁
は
、「
本
件
行
為
は
、
本
件
文
書
が
名
誉
穀
損
に
当
た
る
か
ど
う
か
も
加
害
行
為
の
態
様
の
悪
質
性
も
、
被
害

の
甚
大
性
も
、
い
ず
れ
も
お
よ
そ
一
見
し
て
明
白
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
都
立
大
担
当
職
員
が
本

件
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
件
文
書
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
被
害
者
で
あ
る
Ｘ
ら
に
対
し
て
こ
れ
を
削
除
す
る

た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
私
法
上
の
義
務
を
負
う
も
の
と
は
い
え
な
い
」）

（1
（

と
判
示
し
、
各
慰
謝
料
三
〇
〇
〇
円
の
限
度
で
一
部
認
容

し
た
。
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被
害
発
生
防
止
義
務
を
負
う
こ
と
が
な
い
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
管
理
者
の
被
害
発
生
防
止
義
務
の
成
否
は
、
事
柄
の
性

質
に
応
じ
て
、
条
理
に
従
い
、
個
別
的
な
い
し
類
型
的
に
検
討
す
べ
き
」
と
判
示
し
た
。

　
　
続
い
て
、「
名
誉
毀
損
行
為
は
、
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
私
法
上
も
違
法
な
行
為
で
は
あ
る
が
基
本
的
に
は
被
害
者
と
加
害
者
の
両

名
の
み
が
利
害
関
係
を
有
す
る
当
事
者
で
あ
り
、
当
者
以
外
の
一
般
人
の
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
も
少
な
く
、
管
理
者
に
お
い
て

は
当
該
文
書
が
名
誉
毀
損
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
も
困
難
な
こ
と
が
多
い
」
点
を
考
慮
す
る
と
加
害
者
で
も
被
害
者
で
も
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
に
対
し
て
名
誉
毀
損
行
為
の
被
害
者
に
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
私
法
上
の
義
務
を
負
わ
せ
る

こ
と
は
、
原
則
と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
管
理
者
に
お
い
て
は
、
品
位
の
な
い
名
誉
毀
損
文
書
が
発
信
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
信
用
の
低
下
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
構
成
員
に
負
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
被
害
者
を
保
護
す
べ
き
、
私
法
秩
序
上
の
職
責
ま
で
は
有
し
な
い
と
み
る
の
が
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
し
た

が
っ
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
者
が
名
誉
毀
損
文
書
が
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
現
実
に
発
生
し
た
事
実
で
あ
る
と
認
識
し
た

場
合
に
お
い
て
も
、
右
発
信
を
妨
げ
る
べ
き
義
務
を
被
害
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
負
う
の
は
、
名
誉
毀
損
文
書
に
該
当
す
る

こ
と
、
加
害
行
為
の
態
様
が
甚
だ
し
く
悪
質
で
あ
る
こ
と
及
び
被
害
の
程
度
も
甚
大
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
一
見
し
て
明
白
で
あ
る
よ

う
な
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
し
た
。

　
　
結
局
、
東
京
地
裁
は
、「
本
件
行
為
は
、
本
件
文
書
が
名
誉
穀
損
に
当
た
る
か
ど
う
か
も
加
害
行
為
の
態
様
の
悪
質
性
も
、
被
害

の
甚
大
性
も
、
い
ず
れ
も
お
よ
そ
一
見
し
て
明
白
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
都
立
大
担
当
職
員
が
本

件
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
件
文
書
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
被
害
者
で
あ
る
Ｘ
ら
に
対
し
て
こ
れ
を
削
除
す
る

た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
私
法
上
の
義
務
を
負
う
も
の
と
は
い
え
な
い
」）

（1
（

と
判
示
し
、
各
慰
謝
料
三
〇
〇
〇
円
の
限
度
で
一
部
認
容

し
た
。
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⑶

　
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
本
と
雑
誌
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件

　
④
東
京
地
判
平
成
一
三
年
八
月
二
七
日
判
時
一
七
七
八
号
九
〇
頁

　
　
本
件
Ｘ
は
、
Ｙ
の
提
供
す
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
で
Ａ
か
ら
名
誉
毀
損
及
び
侮
辱
の
損
害
を
受
け
た
。
Ｙ
は
、
Ａ
が
ハ
ン
ド
ル
名
に

Ｘ
の
本
名
を
使
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
不
法
行
為
に
対
し
適
切
な
措
置
を
採
ら
な
か
っ
た
た
め
に
精
神
的
損
害
を
受
け
た
等

と
し
て
、
一
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
共
に
、
Ｙ
に
対
し
て
Ａ
の
氏
名
、
住
所
の
開
示
を
求
め
て
い
る
事
案
で
あ
る
。

　
　
東
京
地
裁
は
、
ま
ず
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
テ
ィ
オ
に
書
き
込
ま
れ
た
発
言
が
人
の
名
誉
な
い
し
名
誉
感
情
を
毀
損
す
る
か
否
か
を

判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、「
問
題
の
発
言
が
さ
れ
た
前
後
の
文
脈
等
に
照
ら
し
て
、
発
言
内
容
が
不
特
定
多
数
の
第
三
者
に
理
解

可
能
か
否
か
、
当
該
発
言
内
容
が
真
実
と
受
け
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
の
基
礎
と
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
判
示

し
た
。
さ
ら
に
、「
言
論
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
は
、
言
論
で
対
抗
す
る
と
い
う
の
が
表
現
の
自
由
（
憲
法
二
一
条
一
項
）
の
基
本

原
理
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
が
、
加
害
者
に
対
し
、
十
分
な
反
論
を
行
い
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
場
合
は
、
被
害
者
の
社
会
的
評
価

は
低
下
し
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
し
、
そ
の
場
合
、「
一
部
の
表
現
を
殊
更
取
出
し
て
表
現
者
に
対
し
不
法
行
為

責
任
を
認
め
る
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
を
萎
縮
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
相
当
と
は
い
え
な
い
。」
と
し
た
。
ま
た
、「
被
害
者
が
、

加
害
者
に
対
し
、
相
当
性
を
欠
く
発
言
を
し
、
そ
れ
に
誘
発
さ
れ
る
形
で
、
加
害
者
が
、
被
害
者
に
対
し
、
問
題
と
な
る
発
言
を
し

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
発
言
が
、
対
抗
言
論
と
し
て
許
さ
れ
た
範
囲
内
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
違
法
性
を
欠
く
こ
と
も

あ
る
」
と
す
る
。

　
　
そ
こ
で
、
東
京
地
裁
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
利
用
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
テ
ィ
オ
の
電
子
会
議
室
に
お
い
て
Ｘ
個
人
に
対
す
る
発

言
が
名
誉
毀
損
や
侮
辱
に
あ
た
る
か
に
つ
き
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
パ
テ
ィ
オ
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
た
会
員
で
あ
れ
ば
、
自
由
に
発
言

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
が
、
加
害
者
に
対
し
、
必
要
か
つ
十
分
な
反
論
を
す
る
こ
と
が
容
易
な
媒
体
」
と
認
め
た

プロバイダ責任制限法におけるインターネット上の人格権侵害等に対する救済（一）
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上
で
、「
被
害
者
の
反
論
が
十
分
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
社
会
的
評
価
が
低
下
す
る
危
険
性
が
認

め
ら
れ
ず
、
名
誉
な
い
し
名
誉
感
情
毀
損
は
成
立
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
た
。

　
　
以
上
を
前
提
と
し
て
、「
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
表
現
行
為
の
特
性
に
照
ら
す
と
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
発
言
が
人
の
名
誉
な
い
し

名
誉
感
情
を
毀
損
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
発
言
内
容
の
具
体
的
吟
味
と
と
も
に
、
当
該
発
言
が
さ
れ
た
経
緯
、

前
後
の
文
脈
、
被
害
者
か
ら
の
反
論
を
も
併
せ
考
慮
し
た
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
参
加
し
て
い
る
一
般
の
読
者
を
基
準
と
し
て
、

当
該
発
言
が
、
人
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
を
有
す
る
か
否
か
、
対
抗
言
論
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
か
否
か
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

　
　
結
局
、
東
京
地
裁
は
、
Ａ
が
使
用
し
た
各
ハ
ン
ド
ル
名
は
、
Ｘ
個
人
を
特
定
す
る
よ
う
な
内
容
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
一
般
読

者
の
感
受
性
を
基
準
と
し
た
場
合
、
Ａ
の
行
為
は
Ｘ
に
対
す
る
名
誉
毀
損
、
侮
辱
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
嫌
が
ら
せ
の
い
ず
れ
に

も
当
た
ら
ず
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
⑷

　
２
ち
ゃ
ん
ね
る
動
物
病
院
事
件

　
⑤
東
京
地
判
平
成
一
四
年
六
月
二
六
日
判
時
一
八
一
〇
号
七
八
頁
（
第
一
審
）

　
　
本
件
は
、
Ｙ
（
被
告
・
控
訴
人
）
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示
板
に
お
い
て
、
Ｘ
ら
（
原
告
・
被
控
訴
人
）
の

名
誉
を
毀
損
す
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
が
そ
れ
ら
の
発
言
を
削
除
す
る
な
ど
の
義
務
を
怠
り
、
Ｘ
ら
の
名

誉
が
毀
損
さ
れ
る
の
を
放
置
し
、
こ
れ
に
よ
り
Ｘ
ら
は
精
神
的
損
害
等
を
被
っ
た
等
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ
に
対
し
、
不
法
行
為
に

基
づ
き
損
害
賠
償
二
五
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、本
件
掲
示
板
上
の
名
誉
毀
損
発
言
の
削
除
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
　
東
京
地
裁
は
、
ま
ず
、
Ｙ
の
義
務
に
つ
き
、
Ｙ
は
、
本
件
掲
示
板
に
お
け
る
発
言
を
削
除
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
Ｙ
が
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上
で
、「
被
害
者
の
反
論
が
十
分
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
社
会
的
評
価
が
低
下
す
る
危
険
性
が
認

め
ら
れ
ず
、
名
誉
な
い
し
名
誉
感
情
毀
損
は
成
立
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
た
。

　
　
以
上
を
前
提
と
し
て
、「
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
表
現
行
為
の
特
性
に
照
ら
す
と
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
発
言
が
人
の
名
誉
な
い
し

名
誉
感
情
を
毀
損
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
発
言
内
容
の
具
体
的
吟
味
と
と
も
に
、
当
該
発
言
が
さ
れ
た
経
緯
、

前
後
の
文
脈
、
被
害
者
か
ら
の
反
論
を
も
併
せ
考
慮
し
た
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
参
加
し
て
い
る
一
般
の
読
者
を
基
準
と
し
て
、

当
該
発
言
が
、
人
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
を
有
す
る
か
否
か
、
対
抗
言
論
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
か
否
か
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

　
　
結
局
、
東
京
地
裁
は
、
Ａ
が
使
用
し
た
各
ハ
ン
ド
ル
名
は
、
Ｘ
個
人
を
特
定
す
る
よ
う
な
内
容
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
一
般
読

者
の
感
受
性
を
基
準
と
し
た
場
合
、
Ａ
の
行
為
は
Ｘ
に
対
す
る
名
誉
毀
損
、
侮
辱
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
嫌
が
ら
せ
の
い
ず
れ
に

も
当
た
ら
ず
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
⑷

　
２
ち
ゃ
ん
ね
る
動
物
病
院
事
件

　
⑤
東
京
地
判
平
成
一
四
年
六
月
二
六
日
判
時
一
八
一
〇
号
七
八
頁
（
第
一
審
）

　
　
本
件
は
、
Ｙ
（
被
告
・
控
訴
人
）
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示
板
に
お
い
て
、
Ｘ
ら
（
原
告
・
被
控
訴
人
）
の

名
誉
を
毀
損
す
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
が
そ
れ
ら
の
発
言
を
削
除
す
る
な
ど
の
義
務
を
怠
り
、
Ｘ
ら
の
名

誉
が
毀
損
さ
れ
る
の
を
放
置
し
、
こ
れ
に
よ
り
Ｘ
ら
は
精
神
的
損
害
等
を
被
っ
た
等
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ
に
対
し
、
不
法
行
為
に

基
づ
き
損
害
賠
償
二
五
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、本
件
掲
示
板
上
の
名
誉
毀
損
発
言
の
削
除
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　
　
東
京
地
裁
は
、
ま
ず
、
Ｙ
の
義
務
に
つ
き
、
Ｙ
は
、
本
件
掲
示
板
に
お
け
る
発
言
を
削
除
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
Ｙ
が

論　　説

10（熊本法学151号 ’21） （熊本法学151号 ’21）



定
め
た
削
除
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
発
言
を
削
除
す
る
役
割
を
担
う
「
削
除
人
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
か
ら
、
解
除
を
求
め
て
も
必
ず
し
も
削
除
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
本
件
掲
示
板
は
匿
名
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
名
誉
を

棄
損
さ
れ
た
者
が
発
言
者
を
特
定
し
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
に
、
発
言
者
は
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
名
誉
棄

損
的
発
言
を
書
き
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
他
方
、
本
件
掲
示
板
は
毎
日
膨
大
な
数
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
Ｙ
が
常
時
発
言

内
容
を
監
視
し
、
削
除
の
要
否
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｙ
は
、
遅
く
と
も
本
掲
示
板
で

他
人
の
名
誉
を
棄
損
す
る
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
、
知
り
え
た
場
合
は
、
直
ち
に
削
除
す
べ
き
条
理
上
の
義
務
が

あ
る
と
判
断
し
た
。

　
　
ま
た
、
発
言
の
公
共
性
、
目
的
の
公
益
性
及
び
真
実
性
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
裁
は
、
本
件
掲
示
板
に
お
け
る
発
言
に
よ
っ
て
名

誉
権
等
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
Ｙ
が
、
利
用
者
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
等
の
接
続
情
報
を
原
則
と
し
て
保
存
し
て
い
な
い
か
ら
、

当
該
発
言
者
を
特
定
し
て
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
、
被
告
が
定
め
た
削
除
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
あ

い
ま
い
、
不
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、
他
に
本
件
掲
示
板
に
お
い
て
違
法
な
発
言
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も

の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
設
置
・
運
営
・
管
理
し
て
い
る
被
告
の
責
任
を
追
及
す
る
ほ
か
な
」
く
、「
被
告
を
相
手
方
と
す
る

訴
訟
に
お
い
て
、
発
言
の
公
共
性
、
目
的
の
公
益
性
及
び
真
実
性
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
削
除
を
求
め
る
者
が
立
証
し
な
い
限
り
削

除
を
請
求
で
き
な
い
の
で
は
、
被
害
者
が
被
害
の
回
復
を
図
る
方
途
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
、
公
平
を
失
す
る
結
果
と
な
る
。」
と
判

示
し
た
。「
本
件
に
お
い
て
、
本
件
各
発
言
に
関
す
る
真
実
性
の
抗
弁
、
相
当
性
の
抗
弁
に
つ
い
て
の
主
張
・
立
証
責
任
は
、
管
理

者
で
あ
る
被
告
に
存
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
各
発
言
の
公
共
性
、
公
益
目
的
、
真
実
性
等
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
削
除
義
務
の
負
担
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
Ｙ
は
、
本
件
口
頭
弁
論
終
結
時
で
あ
る
平
成
一
四
年
四
月

一
七
日
に
お
い
て
も
、
本
件
各
名
誉
毀
損
発
言
を
削
除
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
か
ら
、
作
為
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
、
原
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告
ら
に
対
す
る
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
判
示
し
た
。

　
　
さ
ら
に
、
Ｙ
は
、
本
件
に
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
法
が
適
用
さ
れ
、
同
法
の
制
定
経
緯
、
規
制
範
囲
等
に
照
ら
す
と
、
被
告
が
本

件
各
発
言
を
削
除
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
削
除
義
務
違
反
は
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
東
京
地
裁
は
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責

任
法
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
、
本
件
口
頭
弁
論
終
結
後
の
平
成
一
四
年
五
月
二
七
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

当
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
り
、
本
件
に
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
十
分
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
」

と
し
た
。
し
か
し
、「
Ｙ
は
本
件
掲
示
板
上
の
発
言
を
削
除
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
上
、
通
知
書
、
本
件
訴
状
、
請
求

の
趣
旨
訂
正
申
立
書
等
に
よ
り
、
本
件
一
な
い
し
三
の
ス
レ
ッ
ド
に
お
い
て
原
告
ら
の
名
誉
を
毀
損
す
る
本
件
各
名
誉
毀
損
発
言
が

書
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
Ｘ
ら
の
名
誉
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
又
は
、
認
識

し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
法
三
条
一
項
に
照
ら
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
責
任
を
免
れ
る
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
」

と
判
示
し
た
。
結
局
、
Ｘ
ら
に
本
件
発
言
の
一
部
削
除
と
慰
謝
料
二
〇
〇
万
円
の
限
度
で
、
一
部
認
容
し
た
。

　
⑥
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
二
五
日
判
時
一
八
一
六
号
五
二
頁
（
控
訴
審
）

　
　
東
京
高
裁
も
、
同
様
に
、
匿
名
性
と
い
う
本
件
掲
示
板
の
特
性
を
標
榜
し
て
匿
名
に
よ
る
発
言
を
誘
引
し
て
い
る
Ｙ
に
は
、
他
人

の
権
利
を
侵
害
す
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
と
き
に
は
、
被
害
者
の
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
直
ち
に
こ
れ
を
削
除
す

る
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
第
一
審
を
支
持
し
、
Ｙ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　
　
３
　
分
　
析

　
前
掲
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
現
代
思
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件
①
第
一
審
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
六
日
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
パ
ソ
コ
ン

通
信
に
お
け
る
名
誉
棄
損
に
よ
る
不
法
行
為
の
成
否
が
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
注
目
を
浴
び
た
。
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告
ら
に
対
す
る
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
判
示
し
た
。

　
　
さ
ら
に
、
Ｙ
は
、
本
件
に
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
法
が
適
用
さ
れ
、
同
法
の
制
定
経
緯
、
規
制
範
囲
等
に
照
ら
す
と
、
被
告
が
本

件
各
発
言
を
削
除
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
削
除
義
務
違
反
は
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
東
京
地
裁
は
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責

任
法
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
、
本
件
口
頭
弁
論
終
結
後
の
平
成
一
四
年
五
月
二
七
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

当
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
り
、
本
件
に
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
十
分
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
」

と
し
た
。
し
か
し
、「
Ｙ
は
本
件
掲
示
板
上
の
発
言
を
削
除
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
上
、
通
知
書
、
本
件
訴
状
、
請
求

の
趣
旨
訂
正
申
立
書
等
に
よ
り
、
本
件
一
な
い
し
三
の
ス
レ
ッ
ド
に
お
い
て
原
告
ら
の
名
誉
を
毀
損
す
る
本
件
各
名
誉
毀
損
発
言
が

書
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
Ｘ
ら
の
名
誉
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
又
は
、
認
識

し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
法
三
条
一
項
に
照
ら
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
責
任
を
免
れ
る
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
」

と
判
示
し
た
。
結
局
、
Ｘ
ら
に
本
件
発
言
の
一
部
削
除
と
慰
謝
料
二
〇
〇
万
円
の
限
度
で
、
一
部
認
容
し
た
。

　
⑥
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
二
五
日
判
時
一
八
一
六
号
五
二
頁
（
控
訴
審
）

　
　
東
京
高
裁
も
、
同
様
に
、
匿
名
性
と
い
う
本
件
掲
示
板
の
特
性
を
標
榜
し
て
匿
名
に
よ
る
発
言
を
誘
引
し
て
い
る
Ｙ
に
は
、
他
人

の
権
利
を
侵
害
す
る
発
言
が
書
き
込
ま
れ
た
と
き
に
は
、
被
害
者
の
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
直
ち
に
こ
れ
を
削
除
す

る
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
第
一
審
を
支
持
し
、
Ｙ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　
　
３
　
分
　
析

　
前
掲
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
現
代
思
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件
①
第
一
審
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
六
日
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
パ
ソ
コ
ン

通
信
に
お
け
る
名
誉
棄
損
に
よ
る
不
法
行
為
の
成
否
が
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
注
目
を
浴
び
た
。
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
誹
謗
・
中
傷
・
侮
辱
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
っ
た

不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
。
本
件
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の

電
子
会
議
室
で
誹
謗
・
中
傷
・
侮
辱
を
行
っ
た
者
以
外
に
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
主
催
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）・
シ
ス
オ
ペ
（
電
子
会
議
室

の
管
理
者
）
の
責
任
の
範
囲
・
根
拠
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
。

　
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ⅰ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
匿
名
性
の
下
で
は
、
名
誉
棄
損
の
前
提
と
な
る
被
害
者
の
社
会
的
評
価
を
観
念

で
き
る
の
か
、ⅱ
本
件
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
会
員
相
互
の
論
争
に
よ
る
現
代
社
会
の
思
想
的
課
題
に
取
り
組
む
目
的
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
問
題
発
言
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
反
論
し
て
社
会
的
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
、
ⅲ
シ
ス
オ
ペ
に
常
時
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
監
視
す
る
こ
と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
の
芽
を
摘
む
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
相
当
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
等
、
で
あ
っ
た
。

　
本
件
第
一
審
は
、
表
現
者
に
よ
る
書
き
込
み
内
容
は
、
個
人
攻
撃
的
な
色
彩
が
強
く
、
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
の
に
十
分
な
も

の
で
あ
る
こ
と
、
シ
ス
オ
ペ
は
、
他
人
の
名
誉
を
棄
損
す
る
表
現
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
知
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

名
誉
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
（
削
除
）
を
と
る
べ
き
条
理
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
、
ま
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
シ
ス
オ

ペ
の
使
用
者
と
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
を
判
示
し
、
三
者
の
責
任
を
認
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
前
掲
②
控
訴
審
東
京
高
判
平
成
一
三
年
九
月
五
日
は
、
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
表
現
で
あ
り
、
名
誉
を
棄
損
す

る
と
し
た
が
、
シ
ス
オ
ペ
が
削
除
す
る
義
務
を
負
う
の
は
、
管
理
者
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す
る
上
で
必
要
で
あ
り
、
標
的
と
さ
れ
た

者
が
自
己
を
守
る
た
め
の
有
効
な
救
済
手
段
を
有
し
て
お
ら
ず
、
会
員
等
か
ら
の
指
摘
に
基
づ
き
、
対
策
を
講
じ
て
も
、
功
を
奏
し
な

い
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
る
と
し
、
シ
ス
オ
ペ
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
責
任
を
否
定
し
た
。
本
件
控
訴
審
判
決
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

名
誉
棄
損
の
成
否
に
関
す
る
初
の
判
断
と
し
て
、
今
後
同
種
の
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
実
務
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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ま
た
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
第
一
審
及
び
控
訴
審
（
例
外
的
場
合
）
が
シ
ス
オ
ペ
に
条
理
上
の
作
意
義
務
を
認
め
る
点

は
、
そ
の
後
の
前
掲
都
立
大
学
事
件
③
東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
四
日
、
前
掲
２
ち
ゃ
ん
ね
る
動
物
病
院
事
件
⑤
第
一
審
東
京
地

判
平
成
一
四
年
六
月
二
六
日
及
び
⑥
控
訴
審
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
二
五
日
も
、
踏
襲
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
主
に
憲
法
学
者
か
ら
は
、
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
名
誉
棄
損
に
対
す
る
救
済
方
法
は
、「
対
抗
言
論
」（
反
論
・
弁
明
）

に
よ
る
べ
き
と
の
主
張
が
あ
り
、
こ
れ
を
消
極
的
に
解
し
た
第
一
審
に
対
し
批
判
が
な
さ
れ
、
控
訴
審
は
、「
対
抗
言
論
」
に
つ
き
積

極
的
に
解
し
、
名
誉
棄
損
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
限
定
し
た
。

　
関
連
し
て
、
前
掲
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
本
と
雑
誌
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件
④
東
京
地
判
平
成
一
三
年
八
月
二
七
日
も
、「
対
抗
言
論
」
に

つ
き
積
極
的
に
解
し
た
。「
言
論
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
は
、
言
論
で
対
抗
す
る
と
い
う
の
が
表
現
の
自
由
（
憲
法
二
一
条
一
項
）
の

基
本
原
理
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
が
、
加
害
者
に
対
し
、
十
分
な
反
論
を
行
い
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
場
合
は
、
被
害
者
の
社
会
的
評

価
は
低
下
し
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
表
現
行
為
の
特
性
に
照
ら
し
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
発
言
が
人
の
名
誉
な
い
し
名
誉
感
情
を
毀
損
す

る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、「
発
言
内
容
の
具
体
的
吟
味
と
と
も
に
、
当
該
発
言
が
さ
れ
た
経
緯
、
前
後
の
文
脈
、
被
害
者
か

ら
の
反
論
を
も
併
せ
考
慮
し
た
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
参
加
し
て
い
る
一
般
の
読
者
を
基
準
と
し
て
、
当
該
発
言
が
、
人
の
社
会
的

評
価
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
を
有
す
る
か
否
か
、
対
抗
言
論
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判

示
し
た
点
が
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
発
言
が
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
責
任
を
も
っ
て
言
論
に
よ
り
応
酬
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
自
ら
に
対
す
る
批
判

を
誘
発
す
る
よ
う
な
先
行
行
為
も
な
い
の
に
、
被
害
者
に
言
論
に
よ
る
対
抗
の
み
を
求
め
る
の
は
適
切
と
は
い
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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ま
た
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
第
一
審
及
び
控
訴
審
（
例
外
的
場
合
）
が
シ
ス
オ
ペ
に
条
理
上
の
作
意
義
務
を
認
め
る
点

は
、
そ
の
後
の
前
掲
都
立
大
学
事
件
③
東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
四
日
、
前
掲
２
ち
ゃ
ん
ね
る
動
物
病
院
事
件
⑤
第
一
審
東
京
地

判
平
成
一
四
年
六
月
二
六
日
及
び
⑥
控
訴
審
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
二
五
日
も
、
踏
襲
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
主
に
憲
法
学
者
か
ら
は
、
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
名
誉
棄
損
に
対
す
る
救
済
方
法
は
、「
対
抗
言
論
」（
反
論
・
弁
明
）

に
よ
る
べ
き
と
の
主
張
が
あ
り
、
こ
れ
を
消
極
的
に
解
し
た
第
一
審
に
対
し
批
判
が
な
さ
れ
、
控
訴
審
は
、「
対
抗
言
論
」
に
つ
き
積

極
的
に
解
し
、
名
誉
棄
損
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
限
定
し
た
。

　
関
連
し
て
、
前
掲
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
本
と
雑
誌
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件
④
東
京
地
判
平
成
一
三
年
八
月
二
七
日
も
、「
対
抗
言
論
」
に

つ
き
積
極
的
に
解
し
た
。「
言
論
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
は
、
言
論
で
対
抗
す
る
と
い
う
の
が
表
現
の
自
由
（
憲
法
二
一
条
一
項
）
の

基
本
原
理
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
が
、
加
害
者
に
対
し
、
十
分
な
反
論
を
行
い
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
場
合
は
、
被
害
者
の
社
会
的
評

価
は
低
下
し
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
表
現
行
為
の
特
性
に
照
ら
し
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
発
言
が
人
の
名
誉
な
い
し
名
誉
感
情
を
毀
損
す

る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、「
発
言
内
容
の
具
体
的
吟
味
と
と
も
に
、
当
該
発
言
が
さ
れ
た
経
緯
、
前
後
の
文
脈
、
被
害
者
か

ら
の
反
論
を
も
併
せ
考
慮
し
た
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
参
加
し
て
い
る
一
般
の
読
者
を
基
準
と
し
て
、
当
該
発
言
が
、
人
の
社
会
的

評
価
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
を
有
す
る
か
否
か
、
対
抗
言
論
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判

示
し
た
点
が
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
発
言
が
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
責
任
を
も
っ
て
言
論
に
よ
り
応
酬
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
自
ら
に
対
す
る
批
判

を
誘
発
す
る
よ
う
な
先
行
行
為
も
な
い
の
に
、
被
害
者
に
言
論
に
よ
る
対
抗
の
み
を
求
め
る
の
は
適
切
と
は
い
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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次
に
、前
掲
都
立
大
学
事
件
③
東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
四
日
が
、大
学
の
サ
ー
バ
上
に
開
設
さ
れ
た
学
生
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
り
社
会
的
評
価
が
低
下
し
た
と
し
て
名
誉
棄
損
は
認
め
た
が
、
管
理
者
で
あ
る
大
学
が
責
任
を
負
う
の
は
、「
名
誉
毀
損
文
書

に
該
当
す
る
こ
と
、
加
害
行
為
の
態
様
が
甚
だ
し
く
悪
質
で
あ
る
こ
と
及
び
被
害
の
程
度
も
甚
大
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
一
見
し
て
明
白

で
あ
る
よ
う
な
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
し
た
点
は
、
非
常
に
厳
格
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
名
誉
棄
損
の
発
言
は
第
三
者

に
さ
ら
さ
れ
た
ま
ま
被
害
者
は
ほ
と
ん
ど
救
済
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
前
掲
２
ち
ゃ
ん
ね
る
動
物
病
院
事
件
⑤
第
一
審
東
京
地
判
平
成
一
四
年
六
月
二
六
日
及
び
⑥
控
訴
審
東
京
高
判
平
成
一
四

年
一
二
月
二
五
日
は
、
前
掲
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
現
代
思
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
件
①
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
六
日
同
様
、
２
ち
ゃ
ん
ね

る
運
営
者
も
削
除
権
限
を
有
す
る
と
し
た
上
で
、
本
掲
示
板
で
他
人
の
名
誉
を
棄
損
す
る
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知

り
え
た
場
合
は
削
除
す
べ
き
条
理
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
た
。

　
　
三

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
と
そ
の
後
の
展
開

　
　
１
　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
概
要）

（（
（

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
電
子
掲
示
板
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
放
送

な
ど
、
不
特
定
の
者
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
の
送
信
（
特
定
電
気
通
信
）
に
お
け
る
情
報
の
流
通
に
よ
っ

て
、
名
誉
毀
損
・
著
作
権
侵
害
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
、
他
人
の
権
利
の
侵
害
が
問
題
と
な
る
場
合
を
対
象
と
し
て
、
特
定
電
気
通

信
役
務
提
供
者
（
電
気
通
信
事
業
者
た
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
の
管
理
す
る
サ
ー
バ
を
他
人
に
提
供
す
る
企
業
・
学
術
機
関
・

個
人
も
含
み
、
電
子
掲
示
板
の
設
置
・
運
営
者
も
対
象
と
な
る
。
以
下
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
」
と
い
う
）
が
迅
速
か

プロバイダ責任制限法におけるインターネット上の人格権侵害等に対する救済（一）
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つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、（
一
）
発
信
者
及
び
被
害
者
と
の
関
係
に
お
け
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
（
同

法
三
条
）
及
び
（
二
）
発
信
者
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
（
同
四
条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
⑴

　
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
（
同
法
三
条
）

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
三
条
は
、
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
に
関
し
て
、
発
信
者
と
被
害
者
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
る
と
き

に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
、
情
報
の
削
除
・
公
開
停
止
等
の
送
信
防
止
措
置
を
し
な
け
れ
ば
被
害
者
か
ら
、
送
信
防
止
措
置
を
す
れ
ば
発

信
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
を
明
確
化
す

る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
「
責
任
制
限
」
法
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
同
三
条
一
項
は
、
情
報
の
送
信
が
な
さ
れ
た
場
合
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
責
任
に
つ
い
て
、
①
他
人
の
権
利
侵
害
を
知
っ

て
い
た
か
、
又
は
、
②
情
報
の
流
通
を
知
っ
て
い
た
が
他
人
の
権
利
侵
害
に
な
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

認
め
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
旨
規
定
す
る
（
但
し
客
観
的
に
判
断
し
、
送
信
防
止
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
な
場
合
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
件
）。

　
ま
た
、
同
二
項
は
、
情
報
の
削
除
に
よ
り
発
信
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
も
、
①
情
報
の
流
通
に
よ
り
他
人
の
権
利
が
不
当
に
侵

害
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
、
②
権
利
侵
害
を
さ
れ
た
と
す
る
者
か
ら
、
侵
害
情
報
、
侵

害
さ
れ
た
権
利
、
侵
害
さ
れ
た
理
由
（「
侵
害
情
報
等
」
と
い
う
）
を
示
し
、
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
よ
う
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
、
発
信
者
に
侵
害
情
報
等
を
示
し
て
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を
照
会
し
、
こ
れ
に
対

し
て
同
意
す
る
旨
の
回
答
が
あ
る
か
、照
会
日
か
ら
七
日
を
経
過
し
て
も
発
信
者
か
ら
同
意
し
な
い
旨
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
と
き
も
、

賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
規
定
す
る
（
但
し
当
該
措
置
が
不
特
定
の
者
に
対
す
る
送
信
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
行
わ
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つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、（
一
）
発
信
者
及
び
被
害
者
と
の
関
係
に
お
け
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
（
同

法
三
条
）
及
び
（
二
）
発
信
者
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
（
同
四
条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
⑴

　
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
（
同
法
三
条
）

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
三
条
は
、
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
に
関
し
て
、
発
信
者
と
被
害
者
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
る
と
き

に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
、
情
報
の
削
除
・
公
開
停
止
等
の
送
信
防
止
措
置
を
し
な
け
れ
ば
被
害
者
か
ら
、
送
信
防
止
措
置
を
す
れ
ば
発

信
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
を
明
確
化
す

る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
「
責
任
制
限
」
法
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
同
三
条
一
項
は
、
情
報
の
送
信
が
な
さ
れ
た
場
合
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
責
任
に
つ
い
て
、
①
他
人
の
権
利
侵
害
を
知
っ

て
い
た
か
、
又
は
、
②
情
報
の
流
通
を
知
っ
て
い
た
が
他
人
の
権
利
侵
害
に
な
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

認
め
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
旨
規
定
す
る
（
但
し
客
観
的
に
判
断
し
、
送
信
防
止
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
な
場
合
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
件
）。

　
ま
た
、
同
二
項
は
、
情
報
の
削
除
に
よ
り
発
信
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
も
、
①
情
報
の
流
通
に
よ
り
他
人
の
権
利
が
不
当
に
侵

害
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
、
②
権
利
侵
害
を
さ
れ
た
と
す
る
者
か
ら
、
侵
害
情
報
、
侵

害
さ
れ
た
権
利
、
侵
害
さ
れ
た
理
由
（「
侵
害
情
報
等
」
と
い
う
）
を
示
し
、
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
よ
う
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
、
発
信
者
に
侵
害
情
報
等
を
示
し
て
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を
照
会
し
、
こ
れ
に
対

し
て
同
意
す
る
旨
の
回
答
が
あ
る
か
、照
会
日
か
ら
七
日
を
経
過
し
て
も
発
信
者
か
ら
同
意
し
な
い
旨
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
と
き
も
、

賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
規
定
す
る
（
但
し
当
該
措
置
が
不
特
定
の
者
に
対
す
る
送
信
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
行
わ
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れ
た
こ
と
が
要
件
）。

　
し
た
が
っ
て
、
情
報
の
流
通
に
よ
り
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
が
で
た
場
合
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
は
、
①
情
報
の
流
通
に
よ
り
他
人
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
、
②
他
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
る
に
足
り
る

相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
ま
た
、
③
情
報
の
流
通
に
よ
り
他
人
の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
信

じ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
な
か
っ
た
と
き
、
④
発
信
者
か
ら
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
旨
の
申
し
出
が
照
会

か
ら
七
日
以
内
に
あ
っ
た
と
き
、
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
公
職
の
候
補
者
等
に
係
る
特
例
に
関
す
る
法
三
条
の
二
は
、
二
〇
一
三
年
に
行
わ
れ
た
公
職
選
挙
法
改
正）

（1
（

（
平
成

二
五
年
法
律
一
〇
号
二
〇
一
三
年
四
月
一
九
日
成
立
、
同
月
二
六
日
施
行
）
を
受
け
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑵

　
発
信
者
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
（
同
四
条
）

　
匿
名
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
被
害
者
は
、
加
害
者
た
る
発
信
者
に
対
す
る
民
事
上
の
差
止
請
求
・
損
害
賠
償
請
求
や
、

捜
査
機
関
に
対
す
る
刑
事
告
訴
・
告
発
の
た
め
、
発
信
者
本
人
を
特
定
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
第
四
条
が
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
手
段
を
規
定
し
て
い
る
。

　
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
に
よ
り
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者
が
、
発
信
者
の
通
信
の
秘
密
の
保
護
・
表
現
の
自
由
と

被
害
救
済
の
必
要
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
一
定
の
要
件
（
①
権
利
侵
害
の
明
白
性
、
②
損
害
賠
償
請
求
権
行
使
そ
の
他
発
信
者
情
報

の
開
示
を
受
け
る
べ
き
正
当
な
理
由
）
を
満
た
す
限
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
対
し
て
、
そ
の
保
有
す
る
当
該
権
利
の
侵
害
に
係
る
発
信

者
情
報）

（1
（

（
①
氏
名
又
は
名
称
、
②
住
所
そ
の
他
の
侵
害
情
報
の
発
信
者
の
特
定
に
資
す
る
情
報
で
あ
っ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、

③
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
ア
イ
・
ピ
ー
・
ア
ド
レ
ス
及
び
ポ
ー
ト
番
号
、
⑤
携
帯
電
話
端
末
等
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
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ビ
ス
利
用
者
識
別
符
号
、
⑥
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
識
別
番
号
、
⑦
④
⑤
⑥
の
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
）
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
に
、「
権
利
侵
害
の
明
白
性
」
と
呼
ば
れ
る
要
件
は
、
権
利
侵
害
の
事
実
及
び
違
法
性
阻
却
事
由
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
よ

う
な
事
情
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

と
異
な
り
、
発
信
者
情
報
開
示
請
求
で
は
、
情
報
を
開
示
さ
れ
る
発
信
者
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の
自
由
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
形
で
こ
の
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
。

　「
正
当
な
理
由
」
要
件
は
、
開
示
請
求
者
が
発
信
者
情
報
を
取
得
す
る
合
理
的
な
必
要
性
を
意
味
し
、
情
報
を
開
示
さ
れ
る
発
信
者

側
が
受
け
る
不
利
益
も
考
慮
し
た
上
で
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
他
方
、
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
は
、
私
的
制
裁
等
、
不
当
な
目
的
の
た
め
に
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、
既
に
損
害
賠
償
金
が
支
払
い
済
で
あ
る
場
合

等
、
上
記
法
的
手
段
を
と
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
２
　
特
色
等）

（1
（

　
第
一
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
三
条
二
項
二
号
に
よ
り
、
送
信
防
止
措
置
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
と
る
に
当
た
っ
て
の
手
続
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
こ
の
手
続
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
送
信
防
止
措
置
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
法
的
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

よ
う
に
な
り
（
責
任
範
囲
の
明
確
化
）、
こ
れ
に
よ
り
問
題
と
さ
れ
る
情
報
に
対
し
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
自
主
的
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
同
法
四
条
一
項
に
よ
り
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者
に
対
し
て
発
信
者
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
よ
り

も
被
害
の
回
復
が
容
易
と
な
る
。
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ビ
ス
利
用
者
識
別
符
号
、
⑥
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
識
別
番
号
、
⑦
④
⑤
⑥
の
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
）
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
に
、「
権
利
侵
害
の
明
白
性
」
と
呼
ば
れ
る
要
件
は
、
権
利
侵
害
の
事
実
及
び
違
法
性
阻
却
事
由
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
よ

う
な
事
情
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

と
異
な
り
、
発
信
者
情
報
開
示
請
求
で
は
、
情
報
を
開
示
さ
れ
る
発
信
者
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の
自
由
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
形
で
こ
の
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
。

　「
正
当
な
理
由
」
要
件
は
、
開
示
請
求
者
が
発
信
者
情
報
を
取
得
す
る
合
理
的
な
必
要
性
を
意
味
し
、
情
報
を
開
示
さ
れ
る
発
信
者

側
が
受
け
る
不
利
益
も
考
慮
し
た
上
で
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
他
方
、
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
は
、
私
的
制
裁
等
、
不
当
な
目
的
の
た
め
に
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、
既
に
損
害
賠
償
金
が
支
払
い
済
で
あ
る
場
合

等
、
上
記
法
的
手
段
を
と
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
２
　
特
色
等）

（1
（

　
第
一
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
三
条
二
項
二
号
に
よ
り
、
送
信
防
止
措
置
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
と
る
に
当
た
っ
て
の
手
続
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
こ
の
手
続
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
送
信
防
止
措
置
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
法
的
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

よ
う
に
な
り
（
責
任
範
囲
の
明
確
化
）、
こ
れ
に
よ
り
問
題
と
さ
れ
る
情
報
に
対
し
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
自
主
的
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
同
法
四
条
一
項
に
よ
り
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者
に
対
し
て
発
信
者
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
よ
り

も
被
害
の
回
復
が
容
易
と
な
る
。

論　　説

18（熊本法学151号 ’21） （熊本法学151号 ’21）



　
　
３
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
公
表

　
政
府
は
、
本
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
施
行
に
当
た
り
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
と
し
て
、
付
帯
決
議
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
一
．
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
に
よ
る
情
報
の
削
除
や
発
信
者
情
報
の
開
示
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
発
信
者

の
表
現
の
自
由
の
確
保
及
び
通
信
の
秘
密
の
保
護
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

　
二
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
な
情
報
の
流
通
を
原
因
と
す
る
名
誉
棄
損
等
の
権
利
の
侵
害
が
増
大
に
し
て
い
る
現
状
に
か
ん
が

み
、
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
が
違
法
な
情
報
の
削
除
や
発
信
者
情
報
の
開
示
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
え
る
よ
う
、
運
用
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

　
三
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
違
法
な
情
報
等
の
流
通
の
増
大
に
か
ん
が
み
、
今
後
と
も
、
本
法
の
実
施
状
況
や
技
術
の
進
展

状
況
等
を
踏
ま
え
、
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。」

　
そ
こ
で
、
二
〇
〇
二
年
二
月
に
、
社
団
法
人
テ
レ
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
以
下
「
テ
レ
サ
協
」
と
い
う
）・
社
団
法
人
電
気
通
信
事

業
者
協
会
・
社
団
法
人
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
協
会
・
社
団
法
人
日
本
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
連
盟
（
以
下
「
電
気
通
信
関
連

四
団
体
」
と
い
う
）
の
電
気
通
信
事
業
者
団
体
等
が
中
心
と
な
り
、
学
識
経
験
者
、
法
律
の
実
務
家
、
海
外
の
著
作
権
関
係
団
体
等
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
、「
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
検
討
協
議
会
」（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
）
を
発
足
さ
せ
、
実
務
上
の
行
動
指
針
と
な
る
分
野
別
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検
討
等
を
行
っ
た
。
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で

Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
に
も
と
づ
く
権
利
侵
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵

害
へ
の
対
応
に
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
四
日
、
⑴
「
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」
が
作
成
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
関
し
、
被
害
者
や
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
等
か
ら
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
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除
要
請
の
統
一
的
手
順
・
様
式
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
送
信
防
止
措
置
の
判
断
基
準
と
し
て
、
名
誉
毀
損
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
観
点
か
ら
収
集

し
た
裁
判
例
六
四
件
の
要
旨
を
別
冊
と
し
て
発
行
し
、
さ
ら
に
三
八
件
の
裁
判
例
を
加
え
て
計
一
〇
二
件
の
判
例
要
旨
集
を
公
開
し
て

い
る
。

　
⑵
「
著
作
権
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
四
日
一
部
改
正
）
が
公
表
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
著
作
権
侵

害
が
あ
っ
た
場
合
に
関
し
、
権
利
者
か
ら
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
要
請
の
統
一
的
手
順
・
様
式
や
、
信
頼
性
確
認
団
体
を
通
じ
た
削

除
の
申
出
の
ス
キ
ー
ム
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
五
月
、
⑶
「［
新
版
］
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公

表
し
て
い
る
。
施
行
以
降
二
〇
一
〇
年
八
月
末
ま
で
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
か
ら
約
四
八
万

件
の
削
除
要
請
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
六
日
に
、
被
害
者
自
ら
が
被
害
の
回
復
予
防
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
重
大
な
人
権
侵

害
事
案
に
つ
い
て
、
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
か
ら
の
削
除
依
頼
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
な
さ
れ
た
場
合
の
手
続
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
一
部
改
訂
が
行
わ
れ
た
。

　
二
〇
〇
五
年
七
月
二
一
日
に
は
、
⑷
「
商
標
権
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
個
別
の
事
案
に
お
け
る
対
応
に

当
た
っ
て
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
等
が
個
別
の
事
情
に
応
じ
た
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
い
る
か

ど
う
か
の
形
式
的
な
判
断
を
す
れ
ば
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
可
能
と
す
る
こ
と
を
通
じ
、
権
利
者
及
び
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業

者
等
の
行
動
基
準
を
明
確
化
し
、
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
商
標
権
を
侵
害
す
る
情
報
の
流
通
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者

等
に
よ
る
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
促
進
し
、も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
円
滑
か
つ
健
全
な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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除
要
請
の
統
一
的
手
順
・
様
式
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
送
信
防
止
措
置
の
判
断
基
準
と
し
て
、
名
誉
毀
損
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
観
点
か
ら
収
集

し
た
裁
判
例
六
四
件
の
要
旨
を
別
冊
と
し
て
発
行
し
、
さ
ら
に
三
八
件
の
裁
判
例
を
加
え
て
計
一
〇
二
件
の
判
例
要
旨
集
を
公
開
し
て

い
る
。

　
⑵
「
著
作
権
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
四
日
一
部
改
正
）
が
公
表
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
著
作
権
侵

害
が
あ
っ
た
場
合
に
関
し
、
権
利
者
か
ら
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
要
請
の
統
一
的
手
順
・
様
式
や
、
信
頼
性
確
認
団
体
を
通
じ
た
削

除
の
申
出
の
ス
キ
ー
ム
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
五
月
、
⑶
「［
新
版
］
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公

表
し
て
い
る
。
施
行
以
降
二
〇
一
〇
年
八
月
末
ま
で
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
か
ら
約
四
八
万

件
の
削
除
要
請
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
六
日
に
、
被
害
者
自
ら
が
被
害
の
回
復
予
防
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
重
大
な
人
権
侵

害
事
案
に
つ
い
て
、
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
か
ら
の
削
除
依
頼
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
な
さ
れ
た
場
合
の
手
続
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
一
部
改
訂
が
行
わ
れ
た
。

　
二
〇
〇
五
年
七
月
二
一
日
に
は
、
⑷
「
商
標
権
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
個
別
の
事
案
に
お
け
る
対
応
に

当
た
っ
て
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
等
が
個
別
の
事
情
に
応
じ
た
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
い
る
か

ど
う
か
の
形
式
的
な
判
断
を
す
れ
ば
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
可
能
と
す
る
こ
と
を
通
じ
、
権
利
者
及
び
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業

者
等
の
行
動
基
準
を
明
確
化
し
、
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
商
標
権
を
侵
害
す
る
情
報
の
流
通
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者

等
に
よ
る
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
促
進
し
、も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
円
滑
か
つ
健
全
な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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二
〇
〇
七
年
二
月
、⑸
「
発
信
者
情
報
開
示
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

（1
（

」が
公
表
さ
れ
た
。こ
れ
は
、二
〇
〇
六
年
八
月
二
五
日
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
究
会
」（
二
〇
〇
五
年
八
月
一
日
か
ら
開
催
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・

有
害
情
報
へ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
る
自
主
的
対
策
及
び
こ
れ
を
効
果
的
に
支
援
す
る
制
度
・
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
最
終
報
告
書

の
提
言
を
受
け
、
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
関
し
、
被
害
者
等
か
ら
プ
ロ
バ
イ

ダ
等
へ
の
発
信
者
情
報
開
示
請
求
の
統
一
的
手
順
・
様
式
及
び
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
お
け
る
発
信
者
情
報
を
開
示
で
き
る
場
合
を
可
能
な

範
囲
で
明
確
化
し
た
判
断
基
準
を
示
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
公
職
の
候
補
者
等
に
係
る
特
例
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
改
正
を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
三
〇
日
に
、
⑹
「
名
誉

毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
冊
『
公
職
の
候
補
者
等
に
係
る
特
例
』
に
関
す
る
対
応
手
引
き）

（1
（

」（
以
下
「
対
応
手
引
き
」

と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
た
。
本
対
応
手
引
き
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
公
職
の
候
補
者
等
か
ら
名
誉
侵
害
情
報
に
関
す
る
送
信
防
止
措
置

の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
公
職
の
候
補
者
等
に
関
す
る
情
報
の
充
実
、
有
権
者
の
政

治
へ
の
参
加
の
促
進
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
円
滑
か
つ
健
全
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
バ

イ
ダ
や
サ
イ
ト
管
理
者
向
け
の
対
応
の
参
考
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
４
　
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
⑴

　
二
〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
、
財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
・
安
全
に
利
用
す
る
た
め
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン）

11
（

」
を
設
置
し
、
違
法
・
有
害
な
情
報
の
一
元
的
な
通
報
窓
口
と
し
た
。「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
運
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン）

1（
（

」（
同
年
五
月
二
二
日
に
策
定
）
に
よ
る
と
、
役
割
と
し
て
、
①
警
察
へ
の
情
報
提
供
、
②
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
電
子
掲
示
板
の
管

理
者
に
対
す
る
対
応
依
頼
、
③
関
係
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
等
、
④
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
が
挙
げ
ら
れ
た）

11
（

。
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⑵

　
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
電
気
通
信
関
連
四
団
体
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
な
情
報
へ
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン）
11
（

」、「
違
法
・
有
害
情
報
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
契
約
約
款
モ
デ
ル
条
項）

11
（

」
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
改
訂
を
行
い
、
前
者
は

二
〇
一
四
年
一
二
月
が
、
後
者
は
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
が
、
最
新
の
も
の
で
あ
る
。

　
⑶

　
二
〇
〇
八
年
一
月
、
電
気
通
信
関
連
四
団
体
に
よ
る
「
違
法
・
有
害
情
報
事
業
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
同
年
四
月
か

ら
四
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
も
相
談
対
象
事
業
者
を
拡
大
し
た
。

　
⑷

　
二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日
、
テ
レ
サ
協
・
サ
ー
ビ
ス
倫
理
委
員
会
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
契
約
約
款
モ
デ
ル
条

項
（
β
版）

11
（

）」
を
公
表
し
た
。

　
⑸

　
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
、
総
務
省
の
「
利
用
者
視
点
を
ふ
ま
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
問
題
に
関
す
る
研

究
会
」
が
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
検
証
に
関
す
る
提
言
（
案）

11
（

）」（
二
〇
一
一
年
六
月
）
を
公
表
後
、
各
方
面
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト）

11
（

が
出
さ
れ
た
上
で
省
令
が
改
正
さ
れ
、
開
示
の
対
象
が
携
帯
端
末
の
識
別
番
号
等
に
拡
大
さ
れ
る
等
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
知
的
財
産
権
侵
害
品
の
流
通
防
止
を
目
的
と
し
て
、
権
利
者
・
権

利
者
団
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
知
的
財
産
権
侵
害
品
流
通
防
止
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

　
⑹

　
二
〇
〇
八
年
三
月
一
四
日
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
知
的
財
産
権
侵
害
品
流
通
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

11
（

」（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三

日
改
訂
）
が
公
表
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
知
的
財
産
権
侵
害
品
が
流
通
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
権
利
者
、
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
が
と
る
べ
き
行
動
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　
上
記
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
出
品
物
の
削
除
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
活
動
及

び
侵
害
者
の
特
定
、
損
害
賠
償
の
請
求
、
刑
事
告
訴
と
い
っ
た
措
置
を
協
同
し
て
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

論　　説

22（熊本法学151号 ’21） （熊本法学151号 ’21）



　
⑵

　
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
電
気
通
信
関
連
四
団
体
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
な
情
報
へ
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン）
11
（

」、「
違
法
・
有
害
情
報
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
契
約
約
款
モ
デ
ル
条
項）

11
（

」
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
改
訂
を
行
い
、
前
者
は

二
〇
一
四
年
一
二
月
が
、
後
者
は
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
が
、
最
新
の
も
の
で
あ
る
。

　
⑶

　
二
〇
〇
八
年
一
月
、
電
気
通
信
関
連
四
団
体
に
よ
る
「
違
法
・
有
害
情
報
事
業
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
同
年
四
月
か

ら
四
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
も
相
談
対
象
事
業
者
を
拡
大
し
た
。

　
⑷

　
二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日
、
テ
レ
サ
協
・
サ
ー
ビ
ス
倫
理
委
員
会
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
契
約
約
款
モ
デ
ル
条

項
（
β
版）

11
（

）」
を
公
表
し
た
。

　
⑸

　
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
、
総
務
省
の
「
利
用
者
視
点
を
ふ
ま
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
諸
問
題
に
関
す
る
研

究
会
」
が
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
検
証
に
関
す
る
提
言
（
案）

11
（

）」（
二
〇
一
一
年
六
月
）
を
公
表
後
、
各
方
面
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト）

11
（

が
出
さ
れ
た
上
で
省
令
が
改
正
さ
れ
、
開
示
の
対
象
が
携
帯
端
末
の
識
別
番
号
等
に
拡
大
さ
れ
る
等
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
知
的
財
産
権
侵
害
品
の
流
通
防
止
を
目
的
と
し
て
、
権
利
者
・
権

利
者
団
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
知
的
財
産
権
侵
害
品
流
通
防
止
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

　
⑹

　
二
〇
〇
八
年
三
月
一
四
日
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
知
的
財
産
権
侵
害
品
流
通
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

11
（

」（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三

日
改
訂
）
が
公
表
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
知
的
財
産
権
侵
害
品
が
流
通
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
権
利
者
、
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
が
と
る
べ
き
行
動
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　
上
記
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
出
品
物
の
削
除
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
活
動
及

び
侵
害
者
の
特
定
、
損
害
賠
償
の
請
求
、
刑
事
告
訴
と
い
っ
た
措
置
を
協
同
し
て
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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関
係
者
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
当
た
り
、
正
当
な
消
費
者
の
利
益
を
奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
に
留
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
最
善
の
努
力
を
払
う
も
の
と
す
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
知
的
財
産
権
侵
害
品
流
通
防
止
協
議
会
は
、
設
立
以
来
、
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
を
は
じ
め
、
警
察

庁
、
経
済
産
業
省
、
総
務
省
、
文
化
庁
、
特
許
庁
、
消
費
者
庁
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
迎
え
、
権
利
者
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
協
同
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
介
し
た
取
引
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
る
知
的
財
産
権
侵
害
品
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
自
主
的
な
対
策
を
議
論
し
て
い
る
。

　
な
お
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
削
除
措
置
を
中
心
と
し
た
自
主
的
取
組
み
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
上

規
定
さ
れ
る
「
通
信
の
秘
密
」
に
あ
た
る
「
発
信
者
情
報
」
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
に
よ
る
要
件
が
厳
格
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
除
外
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
検
討
協
議
会
に
委
ね
て
い
る
。

　
⑺

　
Ｉ
Ｓ
Ｐ
事
業
者
団
体
等
と
権
利
者
団
体
か
ら
成
る
「
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
を
悪
用
し
た
著
作
権
侵
害
対
策
協
議
会
」
が
、

二
〇
一
〇
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
を
悪
用
し
た
著
作
権
侵
害
へ
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン）

11
（

」
に
基
づ

き
啓
発
メ
ー
ル
を
送
付
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
作
権
等
権
利
者
団
体
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ

フ
ト
を
悪
用
し
た
著
作
権
等
侵
害
行
為
の
事
実
、
及
び
著
作
権
等
侵
害
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
促
す
内
容
の
通
知
を
送
信
す
る
こ
と
の

要
請
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
当
該
通
知
を
発
信
者
に
発
信
す
る
流
れ
に
つ
い
て
定
め
、
権
利
者
団
体
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｐ
双
方

に
お
け
る
手
続
き
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
に
よ
る
著
作
権
等
権
利
侵
害
が
違
法
行
為
で
あ
る
こ
と

の
周
知
啓
発
を
図
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
活
動
で
は
、Winny

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
、
権
利
者
団
体
（
も
し
く
は
そ
の
会
員
権
利
者
）
に
よ
り
著
作
権
等
侵
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有
（
公

開
）
し
て
い
るW

inny

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
権
利
者
団
体
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｐ
へ
啓
発
メ
ー
ル
の
送
付
を
要
請
し
て
い
る
。
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注（
１
）https://elaw

s.e-gov.go.jp/docum
ent?law

id=413A
C

0000000137

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
２
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000705947.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
３
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000716827.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
４
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/kenkyu/inform
ation_disclosure/02kiban18_02000120.htm

l

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］

（
５
）
参
考
文
献
と
し
て
、
藤
原
宏
高
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
法
規
制
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
七
）、
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
編
『
Ｉ
Ｔ

の
法
律
相
談
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
）、
高
橋
和
之
・
松
井
茂
紀
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
東
京

弁
護
士
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
律
研
究
部
編
『
Ｑ
＆
Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
的
論
点
と
実
務
対
応
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
五
年
）、
堀
部
政

男
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
と
法
』（
新
世
社
、
第
二
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
第
二
東
京
弁
護
士
会
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
消
費
者
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』（
民
事
法
研
究
会
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
静
岡
県
弁
護
士
会
編
『
新
版
情
報
化
時
代
の
名
誉
棄
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
と
実
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
）、
堀
部
政
男
監
修
『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

　
実
務
と
理
論
―
施
行
一
〇
年
の

軌
跡
と
展
望
―
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
一
号
（
二
〇
一
二
年
）、松
尾
剛
行
『
最
新
判
例
に
み
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
棄
損
の
理
論
と
実
務
』（
勁

草
書
房
、二
〇
一
六
年
）、関
原
秀
行
『
基
本
講
義
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
に
関
す
る
法
律
実
務
』（
日

本
加
除
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
渡
辺
泰
央
『
削
除
・
開
示
請
求

　
法
的
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
七
年
）、
総
務
省
総
合
通
信

基
盤
局
消
費
者
行
政
第
二
課
『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
』（
第
一
法
規
、
改
訂
増
補
第
二
版
、
二
〇
一
八
年
）、
関
述
之
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関

係
仮
処
分
の
実
務
』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
八
年
）、
中
澤
祐
一
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
法
的
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
中
央
経
済
社
、

第
三
版
六
刷
、
二
〇
一
九
年
）、
深
澤
諭
史
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
権
利
侵
害

　
削
除
請
求
・
発
信
者
情
報
開
示
請
求
後
の
法
的
対
応
Ｑ
＆
Ａ
』（
第

一
法
規
、
二
〇
二
〇
年
）
等
、
参
照
。

（
６
）
大
村
真
一
・
大
須
賀
寛
之
・
田
中
普
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
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注（
１
）https://elaw

s.e-gov.go.jp/docum
ent?law

id=413A
C

0000000137

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
２
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000705947.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
３
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000716827.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
４
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/kenkyu/inform
ation_disclosure/02kiban18_02000120.htm

l

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］

（
５
）
参
考
文
献
と
し
て
、
藤
原
宏
高
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
法
規
制
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
七
）、
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
編
『
Ｉ
Ｔ

の
法
律
相
談
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
）、
高
橋
和
之
・
松
井
茂
紀
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
東
京

弁
護
士
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
律
研
究
部
編
『
Ｑ
＆
Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
的
論
点
と
実
務
対
応
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
五
年
）、
堀
部
政

男
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
と
法
』（
新
世
社
、
第
二
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
第
二
東
京
弁
護
士
会
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
消
費
者
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』（
民
事
法
研
究
会
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
静
岡
県
弁
護
士
会
編
『
新
版
情
報
化
時
代
の
名
誉
棄
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
と
実
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
）、
堀
部
政
男
監
修
『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

　
実
務
と
理
論
―
施
行
一
〇
年
の

軌
跡
と
展
望
―
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
一
号
（
二
〇
一
二
年
）、松
尾
剛
行
『
最
新
判
例
に
み
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
棄
損
の
理
論
と
実
務
』（
勁

草
書
房
、二
〇
一
六
年
）、関
原
秀
行
『
基
本
講
義
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
に
関
す
る
法
律
実
務
』（
日

本
加
除
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
渡
辺
泰
央
『
削
除
・
開
示
請
求

　
法
的
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
七
年
）、
総
務
省
総
合
通
信

基
盤
局
消
費
者
行
政
第
二
課
『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
』（
第
一
法
規
、
改
訂
増
補
第
二
版
、
二
〇
一
八
年
）、
関
述
之
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関

係
仮
処
分
の
実
務
』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
八
年
）、
中
澤
祐
一
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
法
的
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
中
央
経
済
社
、

第
三
版
六
刷
、
二
〇
一
九
年
）、
深
澤
諭
史
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
権
利
侵
害

　
削
除
請
求
・
発
信
者
情
報
開
示
請
求
後
の
法
的
対
応
Ｑ
＆
Ａ
』（
第

一
法
規
、
二
〇
二
〇
年
）
等
、
参
照
。

（
６
）
大
村
真
一
・
大
須
賀
寛
之
・
田
中
普
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
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ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
一
九
号
一
〇
七
頁
以
下
、Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
三
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
〇
頁
以
下
、金
融
法
務
事
情
一
六
三
八
号
六
頁
以
下
（
二
〇
〇
二

年
）。

（
７
）
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
い
わ
ば
会
員
間
の
閉
ざ
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
（
今
で
は
そ
の
役
目
を
終
え
て
い
る
）、
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
性
質
が
異
な
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害
等
の
論
点
に
関
し
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
時
代
の
判
決
が
参
考

と
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
特
に
区
別
し
な
い
。

（
８
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
、
厳
密
に
は
ブ
ラ
ウ
ザ
を
起
動
し
た
と
き
に
最
初
に
表
示
さ
れ
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
こ
と
を
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
呼
び
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
９
）
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
）、
商

用
パ
ソ
コ
ン
通
信
業
者
、
大
学
研
究
所
な
ど
の
学
術
部
門
や
行
政
機
関
、
個
人
に
よ
る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
主
催
者
等
が
含
ま
れ
る
（
藤
原
・
前
掲
注
（
５
）

一
四
四
頁
）。

（
10
）
な
お
、
東
京
地
裁
は
、「
本
件
抗
議
文
書
の
到
達
を
き
っ
か
け
と
し
て
都
立
大
当
局
が
リ
ン
ク
停
止
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と
及
び
本
件
訴
訟
提
起

の
情
報
に
接
し
た
情
報
教
育
担
当
教
員
が
本
件
文
書
の
掲
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を
閉
鎖
し
た
こ
と
は
、
教
養
部
シ
ス
テ
ム
（
ひ
い
て
は
都
立
大
教
育

究
用
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
）
の
信
用
を
維
持
す
る
と
い
う
都
立
大
構
成
員
全
体
の
た
め
に
必
要
な
行
為
で
あ
る
と
の
判
断
に
基
い
て
行
わ
れ
た
も

の
」
で
あ
り
、
都
立
大
担
当
職
員
に
Ｘ
ら
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
私
法
上
の
義
務
違
反
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
何
ら
根
拠
付
け
る
も
の
で
は
な

い
と
し
た
。

（
11
）
総
務
省
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
解
説
に
つ
き
、https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000461787.pdf［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
12
）http://w

w
w

.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/htm
l/gian/keika/1D

B
4282.htm

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
13
）
発
信
者
情
報
開
示
省
令
平
二
三
年
・
平
二
七
年
・
平
二
八
年
の
改
正
に
よ
る
追
加
修
正
を
含
む
。
詳
し
く
は
、
前
掲
注
（
５
）『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責

任
制
限
法
』
一
一
―
一
四
頁
参
照
。

（
14
）
な
お
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
責
任
法
の
課
題
等
に
つ
き
、
例
え
ば
、
壇
俊
光
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
現
在
の
課
題
」
情
報
法
制
研
究
七
号
二
四
頁
以
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下
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
15
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_m

guideline_20180330.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
四
版
で
あ
る
。

（
16
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_031111_1.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
17
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/tradem

ark_guideline_050721.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
18
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_hguideline_20190403_2.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
六
版
で
あ
る
。

（
19
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/internet_election_guide_ver2.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

現
在
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
八
日
改
訂
の
第
二
版
で
あ
る
。

（
20
）http://w

w
w

.internethotline.jp/

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
21
）http://w

w
w

.internethotline.jp/pdf/guideline/20180122guide.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
八
年
一
月

二
二
日
の
第
一
四
訂
で
あ
る
。

（
22
）http://w

w
w

.internethotline.jp/pages/about/index

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
23
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/illegal_info/pdf/20141215guideline.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
24
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/illegal_info/pdf/The_contract_article_m

odel_Ver11.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最

終
閲
覧
］

（
25
）http://w

w
w

2.telesa.or.jp/guideline/pdf/internet_m
odel200807.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
26
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000117186.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
27
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000135457.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
28
）http://w

w
w

.cipp.jp/pdf/101213guideline.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］
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下
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
15
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_m

guideline_20180330.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
四
版
で
あ
る
。

（
16
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_031111_1.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
17
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/tradem

ark_guideline_050721.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
18
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/provider_hguideline_20190403_2.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲

覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
六
版
で
あ
る
。

（
19
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/provider/pdf/internet_election_guide_ver2.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

現
在
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
八
日
改
訂
の
第
二
版
で
あ
る
。

（
20
）http://w

w
w

.internethotline.jp/

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
21
）http://w

w
w

.internethotline.jp/pdf/guideline/20180122guide.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
八
年
一
月

二
二
日
の
第
一
四
訂
で
あ
る
。

（
22
）http://w

w
w

.internethotline.jp/pages/about/index
［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
23
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/illegal_info/pdf/20141215guideline.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
24
）https://w

w
w

.telesa.or.jp/ftp-content/consortium
/illegal_info/pdf/The_contract_article_m

odel_Ver11.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最

終
閲
覧
］

（
25
）http://w

w
w

2.telesa.or.jp/guideline/pdf/internet_m
odel200807.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
26
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000117186.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
27
）https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000135457.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］

（
28
）http://w

w
w

.cipp.jp/pdf/101213guideline.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］
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（
29
）http://w

w
w

.ccif-j.jp/shared/pdf/guideline4th.pdf

［
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
］
現
在
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
改
訂
の
第
四
版
で

あ
る
。

（
未
完
）

プロバイダ責任制限法におけるインターネット上の人格権侵害等に対する救済（一）
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